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い と し ろ
福井県の北東側に岐阜県郡上市白鳥町石徹白地区が存在している（図１）．この地区はある時期まで
福井県に属していた．それに至る歴史は以下の通り：
明治時代に入って，当初，福井県は丸岡，大野など江戸時代の藩ごとに１０の県に分かれていた．白
山も福井であった．明治４年（１８７１年）の廃藩置県で越前の旧幕府直轄領をまとめて本保県という名
の県が誕生し，白峰や白山を含む白山麓の１８ヶ村もここに含まれた．維新政府は当時存在していた全
国の３府３０２県を３府７２県に減らし，その過程で「福井県」が誕生した．この時点でもまだ白山麓の
村と白山も福井県に含まれていた．
あ す わ
福井県はいったん足羽県という名に変わったが，その際に白山山麓１８ケ村のうち尾添と荒谷村から
石川県に属したいという嘆願書が出された．白峰村からは出されなかった．手取川の最上流にある当
時の白峰は，勝山との結びつきも強く，手取川を下って金沢に行くよりも，北谷を越えて勝山から福
井に出た方がずっと便利だと考えていたと思われる．
明治政府は，１８ケ村の帰属をめぐり，当時の足羽県と石川県に実地調査を命じた．ここで石川県と
足羽県の県域確保に対する熱心さの差が白山の帰属を分けた．足羽県から調査に赴いた４人は，尾添
と荒谷の２村しか調査しなかった．これに対して石川県の担当者は，各村を回って住民の意向を探っ
たり，白山に関係した神社や１８ケ村の沿革を調査したりするなどし，詳細で膨大な報告書を作成し
た．２つの報告書の厚さが熱意の差と受け止められたのは想像に難くない．この２つの報告書に基づ
へいせん じ
き，政府は明治５年１１月，白山麓１８ケ村と平泉寺領を石川県の管轄とした．さらに同７年，政府の教
ひ め
部省は，平泉寺領を白山比神社に「相付すべき筋」と決定し，古くから白山に奉仕してきた平泉寺
は，その管理権をすべて失うことになってしまった．加賀１００万石を受け継ぎ，大きな組織が残され
ていた石川県と，旧地域が細分化して，組織としてのまとまりのなかった福井県の県勢力の差が事務
能力の差となってしまった．この時点で，まだ石徹白は福井県に含まれていた．
この石徹白を流れる川（図１の石徹白川）は下流で九頭竜川となり，日本海に注いでいる．その地
勢から旧国名では越前の国に含まれていた．明治になり越前が福井県となると，石徹白も自動的に福
井県に含まれ，石徹白村となった．しかし，白山信仰との関係で，古代からの物流や姻戚関係などに
こ たんどう
示されるように，人々の交流は美濃側との方が密接だったらしい．小谷堂と石徹白の間が険峻であり，
通行困難であったことが交流を妨げていた．
あ な ま
合併促進法に基づき，福井県は上穴馬村・下穴馬村・石徹白村の３村を合併させる方針を持ってい
た．石徹白村では冬期交通の悪条件などを理由に独立残存を主張したが，県は１９５６年９月末の合併促
進法の失効期日に上穴馬・下穴馬両村の合併を先行させて和泉村を設置することとした．こうした県
の姿勢は，石徹白村民の県に対する感情を悪化させた．もともと石徹白村は旧郡上藩に属し，県境の
桧峠を越えた岐阜県側との交流が深かった．そのため，岐阜県北濃村からの積極的な働きかけもあり，
村の実力者である山持ちたちを中心に，村内の意見は急速に越県合併へと傾いた．
石徹白村で越県合併の議論が進むにつれ，慌てた福井県は，一転県内での「独立村」として認める
策に出た．当時の羽根盛一知事を先頭として県内残留の説得に努めた．それには，「石徹白村育成計
画」というオマケ付きだった．内容は石徹白川流域での電源開発（ダム建設）で地元にお金を落とす
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という常套手段であった．村の意見は二分され，村民投票を行い，その結果，岐阜県との越県合併派
が勝利した．岐阜県と福井県による石徹白争奪戦は，最終的に時の総理大臣岸信介の裁定に委ねられ，
さ つ ら
結局１９５８年（昭和３３年）８月の閣議で，三面・小谷堂の２集落をのぞく全村を岐阜県白鳥町に編入さ
せるという自治庁の決定が了承されることになった．全国的に稀な白鳥町（その頃北濃村は白鳥町と
合併していた）との「越県合併」の道だったが，三面と小谷堂だけは福井県和泉村に残った．
合併に先立ち白鳥町と石徹白双方から桧峠に向かって工事が行なわれており，昭和３２年７月，自動
車の通行可能な道路が完成した．連絡車として町のジープが日に３往復ほど通っていた．一時雪上車
も使われたこともあったが，勝手が悪く，すぐに使われなくなった．ジープには，６人ほどしか乗れ
ないし，便も少ないので石徹白の人たちは桧峠から旧道を歩いて白鳥の町へ出るのが多かった．そこ
で，旧石徹白村は，この分水嶺を克服する道路の敷設を条件に『越境合併』の道を選んだ．昔も今も，
生活や交通の便利さという切実な理由が合併に向けた動機付けとなっていることを物語っている．村
（石徹白村）から町（白鳥町）へ，そして今度は市（郡上市）へと自治体は変遷していったが，残念
ながら石徹白が現在でも過疎の地・辺境の地であることは変わりはない．簡略化した経緯は以下の通
り．
１８８５年（明治１４年） 廃藩後，属する県が度々変わったが，福井県に編入する．
１８９３年（明治２２年） 市町村制発布に基づき，穴馬村と併合する．
１８９６年（明治２９年） 穴馬村から分離独立し，石徹白村となる．
１９５８年（昭和３３年） 町村合併で，岐阜県郡上郡白鳥町に編入する．
合併当時の旧石徹白村の人口・面積（三面，小谷堂を含む）は 人口１４０２名，面積１０３．０７であっ
た（福井県大百科事典，福井新聞社 １９９１）．
当時の官報には次のように記載されている．
１９５８／９／３０ 官報告示：総理府告示第３３９号
（旧）石徹白村のうち，小谷堂及び三面の二部落の区域は，１９５８年１０月１４日付けで福井県大野郡和泉
村へ境界変更
１９５８／９／３０ 総理府告示第３３６号
（旧）石徹白村の残余（和泉村へ境界変更した区域を除いた残余）全部が１９５８年１０月１５日付けで岐阜
県郡上郡白鳥町へ編入（事実上の石徹白村の分割・編入）
石徹白村が福井県から岐阜県に所属替えしたため，いくつかの不便もある．地質学的には石徹白村
はとても重要で，貴重な情報を持っている地域であり，古くから調査されてきた．ほとんどの論文は
「福井県石徹白村の・・・・」という表題を使っている．しかし，現在この表題に基づいて福井県マ
ップを探しても石徹白村は見つからない．九頭竜川は福井県を流れる大河であるが，その源流（河口
からもっとも遠くにある地点）は実は石徹白村の銚子ケ峰にあって，福井県内の源流より５ｋｍ以上
遠くにある．九頭竜川の源流は岐阜県である．北陸地方では県境を越える大河は珍しい．銚子が峰は
１８１０ｍの高度があり，三の峰を除くと，現在の福井県内・県境のどの山よりも高い．芦倉山，天狗山，
大日ケ岳などの高山も失った．
合併後，石徹白地区から前谷を経由して白鳥町（現郡上市）へ出る道は整備され，快適にドライブ
ができ，バスも走っている．観光資源も多く，またスキー場としても優れている．一方，石徹白から
小谷堂を通って旧和泉村朝日に出る道の改修は遅々として進まず，道幅がぎりぎり一車線であったり，
工事中での通行止めが頻繁に行われ，そして冬季には通行止めとなる．現在でも福井県の石徹白地区
に対する面倒見はよいとはいえない．白山地区が石川県に取られ，石徹白村が岐阜県に取られたのは
結局は福井県の戦略・戦術が先を見越していなかったことを意味する．
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図１：越県合併で失われた福井県の県面積．囲われた面積と福井県側の小谷堂と三面（地図には現れ
ていない）を含む面積が石徹白村であったが，囲われた面積部が岐阜県に越県併合された．現
在の県境の狭窄部が越県合併を導いた原因の一つである．（２０万分の１地勢図「金沢」と「岐
阜」から作成）
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